
ロオクテン環部分の開裂や、キサンテン体であるHへの変換であると考えられ  

た。（参照2）  

5．土壌残留試験   

洪積火山灰・軽埴土（茨城）及び沖積・埴壌土（大阪）を用い、ベンゾビシクロ   

ン、分解物B、C及びDを分析対象化合物とした水田（堪水）、状態における土壌残  

留試験（圃場及び容器内）が夷施された。推定半減期は表3に示されている。分解   

物C及びDは定量限界未満であった。（参照2）  

表3 土壌残留試験成績（推定半減期）  

推定半減期  

試験   濃度   土壌  ベンゾビシクロン  ベンゾビシクロン  

＋分解物B   

285－300  12・一16日   

圃場試験  
17・〕66日  

gai几a   沖積・埴壌土   1日   1日   

洪積火山灰・軽埴土   12日   70日  
容器内試験  0．3mg瓜g  

沖積・埴壌土   6日   11日   

※圃場試験で5．7％フロアプルもしくは3．0％粒剤、容器内試験で純晶を使用  
′、′「   

6．作物残留試験   

水稲を用い、ベンゾビシクロン及び代謝物Bを分析対象化合物とした作物残留試  

験が実施された。結果は表4に示されており、全て定量限界未満であった。（参照   

2）  

表4 作物残留試験成績  

残留値（mg耽g）  
作物名（部位）  試験  使用量  回数  PHI         ベンゾビシクロン  

実施年   
代謝物B  

圃場数  （gai仏め  （回）  （日）  
最高値  平均値  最高値  平均値   

水稲（玄米）   1   92   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   ＜0．01   

1998年   
285FL   2  

99   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   ＜0．01   

水稲（稲わら）   1   

285FL   
92   ＜0．05  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

1998年   1  

2  
99   ＜0．05  ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

水稲（玄米）   1   
300G   

92   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   

1998年   1  
2  

99   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   

水稲（稲わら）   
300G   

92   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

1998年   1  

2  
99   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   ＜0．05   

処理方法は散布処理とし、FL：フロアプル剤、G：粒剤を用いた。  

全てのデータが定量限界未満の場合の平均値は、定量限界の平均にくを付して記載した。  

7．一般薬理試験   

マウス、ネコ、モルモット及びラットを用いた一般薬理試験が実施された。結果  
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は表5に示されている。（参照2）  

表5 一般薬理試験概要  

試験の種類   

中  
枢   

神 経  

系   

数   

自  

律  
神  
経  
系   

炭末輸送   

循  

数   
器  
系   

骨 格 筋  
系   

血  
液  
系   

泄   

動物数  
投与量  

動物種  
作用量  

結果の概要  
／群  

（mg／kg体重） （投与経路）  無作用量 （mg瓜g体重）   （皿g／kg体重）  

0、78．1、  

ICR   雄4   313、1，250、   78，1   313   
直腸温度の低下  

）  マワス  5，000  の後、上昇  
（経口）  

数  ネコ   
0、2，000  

2，000  雌3  
（十二指腸）  

影響なし  

0、0．005、0．05、  

Hartley  0．5、5、50、   
50   500   

ACb及び 5－HT  
モルモット  500  誘導収縮の阻害  

（血豆血℃）  

0、200、1，000、  
ICR  

雄10  5，000  5，000  
マウス  

影響なし  

（経口）  

雌に致死的で急  

連な呼吸停止を  

誘発した。雄では  

0、1、  心拍数の減少を  
Wistar  
ラット   雌雄2  10、100  10   100  伴う顕著な血圧  

（麻酔下静脈）  反応が認められ  

たが、呼吸器系に  

は影響が無かっ  

た。  

0、200、  
ICR  

雄5   1，000、5，000  5，000  
マウス  

影響なし  

（経口）  

0、200、  
Wistar  

雄20   1，000、5，000  5，000  
ラット  

影響なし  

（経口）  

0、200、1，000、  
排泄   

Wistar  
雄8  5，000  5，000  

ラット  
影響なし  

（経口）  

※溶媒には、モルモットの摘出回腸を用いた試験及びラットの循環器系の試験のみソルトールを用い、   

他の試験ではCMC（カルポキシメチルセルロース）を用いて実施された。  

8．急性毒性試験   

ベンゾビシクロン、代謝物B、D、E、F、H及びⅠを用いた急性毒性試験が実施   

された。結果は表6及び7に示されている。（参照2）  
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表6 急性毒性試験結果概要（原体）  
投与  

動物種   
LD50（mg此g体重）  

経路  雄   雌   
症状  

経口   
SDラット  

＞5，000   ＞5，000   
症状及び死亡例なし   

雌雄各5匹  

＞5，000   ＞5，000   
症状及び死亡例なし   

経口   ICRマウス 雌雄各5匹  

SDラット  
＞2，000   ＞2，000   

症状及び死亡例なじ   
経皮  

雌雄各5匹  

Wista∫ラット  
LC50（mg几）  開眼が暴露後1時間から暴露  

吸入  
雌雄各5匹  ＞2．72   

期間中に見られた。  

死亡例なし      ＞2．72   

表7 急性毒性試験結果概要（代謝物）  

動物種   
LD帥（mg此g体重）  

検体   投与 経路  雄   雌   
症状  

自発運動の低下が投与後  

代謝物B  経口   
Fiscberラット   1時間から見られたが、投  

雌雄各5匹  
＞5，000   ＞5，000           与後1日に消失。死亡例  

なし。   

代謝物D  経口   
ICRマウス  

＞5，000   ＞5，000   
症状及び死亡例なし   

雌雄各5匹  

代謝物E  経口   
IC鱒マウス  

＞5，000   ＞5，000   
症状及び死亡例なし   

雌雄各5匹  

代謝物F  経口   
ICRマウス  

＞5，000   ＞5，000   
症状及び死亡例なし   

雌雄各5匹  

中毒症状として、背琴姿  

代謝物H  経口 
ICRマウス   勢、雌1例で眼瞼下垂が  
雌雄各5匹  

＞5，000   ＞5，000           見られたが、投与後1日  
に消失。死亡例なし。   

中毒症状として、雄2例  

代謝物Ⅰ  経口   
ICRマウス   に背琴姿勢が見られたが、  

雌雄各5匹  
＞5，000   ＞5，000           投与後2日に消失。死亡  

例なし。   

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験   

日本白色種雌ウサギを用いた皮膚刺激性試験及び眼刺激性試験、Hartleyモルモ   

ットを用いたBuebler法による皮膚感作性試験が実施されており、結果は全て陰性   

であった。（参照2）  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

Fischerラット（⊥群雌雄各12匹）を用いた混餌（原体 雄：0、20、100及   

び400ppm、雌：0、100、400、2，000及び10，000ppm）投与による90日間亜  
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急性毒性試験が実施された。   

各投与群で認められた毒性所見は表8に示されている。死亡例は認められず、  

検体投与による体重及び摂餌量への影響も認められなかった。2，000ppm以上投  

与群雌で肝比重量1が増加したが、対応する組織学的変化が認められないことか  

ら毒性学的に意義のある変化とは考えられなかった。また2，000ppm以上投与  

群雌の尿検査においてpHの低下が認められたが、腎臓に関連する組織学的変化  

が認められなかったことから、毒性学的に意義のある変化とは考えられなかった。   

本試験において、400ppm投与群雄でRBC減少等、10，000ppm投与群雌で  

腎絶対及び比重量増加が認められたことから、無毒性量は雄で100ppm（5．73  

mgrkg体重／日）、雌で2，000ppm（126mg／kg体重／日）であると考えられた。（参  

照2）  

表8 90日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

10，000ppm  ・腎絶対及び比重量増加   

2，000ppm  2，000ppm以下毒性所見なし   

400pp皿  ・RBC、Hb、Ht減少、MCH増加  
・乳頭部石灰沈着増加   

100ppm以下  100ppm以下毒性所見なし   

＊：400ppm投与群雄で腎退色、腎比重量増加、腎尿細管硝子滴沈着、尿細管好塩基性化の程度   

増加及び尿細管内顆粒状円柱充満、100ppm以上投与群雄で尿量増加が認められているが、   

種特異的な変化である訂2u・Glob沈着が原因であることから、毒性所見から除外した。  

（2）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、20、200及   

び2，000mg肱g体重／日）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

本試験において、検体投与に関連した毒性所見は認められなかったため、無毒   

性量は雌雄とも2，000mg此g体重／日であると考えられた。（参照2）  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いたカプセル経口（原体：0、10、100及   

び1，000mg肱g体重／日）投与による1年間慢性毒性試験が実施された。  

本試験において、検体投与に関連した毒性所見は認められなかったため、無毒   

性量は雌雄とも1，000mg／kg体重／日であると考えられた。（参照2）  

1体比重量のことを比重量という（以下同じ）。  
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（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

Wistarラット（主群一群雌雄各50匹、衛星群一群雌雄各35匹）を用いた混   

餌（原体 雄‥0、10、20、50及び100ppm、雌：0、100、1，000及び10，000ppm）   

投与による2年間慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

本試験において、10，000ppm投与群雌で尿pHの低下、TIChol、TP、Glob   

の増加、肝絶対及び比重量増加が認められ、雄では検体投与に関連した毒性所見   

は認められなかったことから、無毒性量は雄で100ppm（3．43mg此g体重／日）、   

雌で1，000ppm（42．2m〆kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認めら   

れなかった。（参照2）  

＊：100pp皿投与群雄で近位尿細管上皮硝子滴沈着（訂2u・Glob腎症）が認められているが、種   

特異的な変化であるα2u・Glob沈着が原因であることから、毒性所見から除外した。  

く3）18ケ月開発がん性試験（マウス）   

IC旦マウス（一琴雌雄各50匹）を用いた混餌（原体：0、300、3，000及び30，000   

ppm）投与による18ケ月間発がん性試験が実施された。  

本試験において、30，000ppm投与群雌雄で小葉中心性肝細胞肥大及び肝絶対   

及び比重量増加が認められたことから、無毒性量は雌雄とも3，000ppm（雄：373   

mg／kg体重／日、雌：473mg肱g体重／日）であると考えられた。発がん性は認め   

られなかった。（参照2）  

12．生殖発生寺性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各24匹）を用いた混餌（原体：0、100、1，000及び20，000   

ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

本試験において、親動物では20，000ppm投与群のP及びFl雄で肝比重量増   

加、下垂体の好塩基性細胞水腫性変化の増加、精巣と精巣上体の絶対及び比重量   

増加、同群峰で肝、副腎及び腎絶対及び比重量増加が認められた。また、親動物   

の繁殖能と児動物に対する毒性所見は認められなかったことから、無毒性量は親   

動物の雌雄とも1，000ppm（P雄‥63．6mgrkg体重／日、P雌：72．1mg／kg体重  

／日、Fl雄‥73・3mg偲g体重／日、Fl雌：77．5mg瓜g体重／日）、児動物の雌雄で   

20，000ppm（P雄：1，320mg肱g体重／日、P雌：1，470mg此g体重／日、Fl雄：   

1，530mg肱g体重佃、Fl雌：1，640mg肱g体重／日）であると考えられた。繁殖   

能に対する影響は認められなかった。（参照2）  

＊：親動物では1，000ppm以上投与群のP及びFl雄で腎近位尿細管硝子滴沈着が認められてい   

るが、種特異的な変化である釘2u・Glob沈着が原因であることから、毒性所見から除外した。  
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（2）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、40、200及   

び1，000mg／kg体重／日、溶媒‥1％Tween80水溶液）投与して発生毒性試験が   

実施された。  

母動物では、検体投与に関連した毒性所見は認められなかった。 

査において、200皿釘kg体重／日投与群で中辛骨の骨化不全を有する腹数が増加   

したが、本変異は発生．段階のラット胎児では通常に見られるものであり、投与量   

との関連も無いことから、検体の毒性を意味するものではないと考えられた。  

本試験において、母動物及び胎児ともに、いずれの投与量においても毒性所見   

が認められなかったことから、無毒性量は母動物及び胎児とも1，000mg／kg体重   

／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌18～21匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、40、   

200及び1，000mg此g体重／日、溶媒：1％Tween80水溶液）投与して発生毒性   

試験が実施された。  

母動物では、死亡あるいは安楽死が対照群を含む全試験群で認められたが、死   

因は誤投与あるいは偶発的なものであり、検体投与に関連したものでは無いと考   

えられた。また、1，000mg耽g体重／日投与群で流産が3例認められたが、対照群   

においても1例認められ、投与に関連した→般状態、体重及び摂餌量の変化が無   

く、着床後死亡率にも影響が見られず、ほぼ背景データの範囲であることから、   

投与による影響とは考えられなかった。胎児の外表・内臓及び骨格検査において、   

200mg戊g体重／日投与群で奇形を有する腹数の増加が認められたが、用量相関   

性はなく、背景データの範囲内であり、観察された奇形の型は本系統では時々出   

現するものであることから、投与に関連した変化ではないと考えられた。  

本試験において、母動物及び胎児ともに、いずれの投与量においても毒性所見   

が認められなかったことから、無毒性量は母動物及び胎児で1，000mg／kg体重／   

日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照2）  

13．遺伝毒性試験  

ベンゾビシクロン（原体）について細菌を用いたDNA修復試験、復帰突然変   

異試験、チャイニーズハムスター肺由来線維細胞を用いた染色体異常試験、マウ   

ス骨髄細胞を用いた小核試験、代謝物B、D、E、F、H及びⅠ並びに水中分解物   

Jについて細菌を用いた復帰突然変異試験がそれぞれ実施された。結果は表9及   

び10に示されている。DNA修復試験、復帰突然変異試験はいずれも陰性であっ   

た。チャイニーズハムスター肺由来線維細胞を用いた染色体異常試験において、   

代謝活性化の有無にかかわらず陽性が認められたが、マウス骨髄細胞を用いた血   

正和小核試験において、限界用量まで小核誘発性が認められず、染色体異常誘発  

3g   



は陰性であることを考慮し、生体にとって問題のある遺伝毒性はないものと考え  

られた。代謝物を用いた試験では、いずれの試験においても結果は陰性であった。  

（参照2）  

表9 遺伝毒性試験結果概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

血血   助成わggぴぁ虎Z由  
DNA修復試験  20…1，000ドg／ディスク（＋／・S9）   

（H17、M45株）  
陰性  

ゾ′′′‾′′′′′′  

（m98、mlOO、  

復帰突然変異     m1535、m1537株）  156－5，000ドg缶1ate（＋／・S9）   
試験  

陰性  

且α必  

（WP2〃I頭株）  

5－40トg／mL（直接法r－S9】24  

チャイニーズハムスター  時間及び代謝活性化法トS9】）   

染色体異常  
肺由来線維細胞  

試験  2．5－20ド釘mL（直接法トS9】48  
陽性  

（CⅡUIU）  
時間及び代謝活性化法6時間  
トS9】）   

エロIワyP   500－2，000mg此g体重  
小核試験   ICRマウス（骨髄細胞）  

（経口投与）   

陰性   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

表10 遺伝毒性試験結果概要（代謝物）  

被験物質   試験   対象   処理濃度・投与量   結果   

£¢p血血血  

（℃餌場、TAlOO、  

代謝物B  
（1315P・070）   

且のガ  

（WP2P打Ⅵd株）   

且¢ア丘血血打皿  

（m98、mlOO、  

代謝物D  
（1315P・960）   

且α必  

（WP2ェJ▼ワd株）   

且匂申出血M血Ⅷ 

（m98、mlOO、  

代謝物E  
（1315P・076）   

且α滋  

（WP2ヱJ陀d株）   

且卸血血血  

代謝物F  
（m98、mlOO、  

復帰突然変異試験    m1535、m1537株）  
（1315P・570）  且α滋  

（Wア21JⅦd株）   

且¢pム血血皿  
代謝物H  復帰突然変異試験   （TA98、TAlOO、   156～5，000ト1g／blate（十／一S9）  陰性   

・
臣
r
．
、
．
U
．
．
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TA1535、m1537株）  

且cα〟  

（Wア2乙Jl竹4株）  

£¢pム血び血J皿  

（TA98、mlOO、  

復帰突然変異試験    m1535、m1537株）  

且α道  

（Wア21J円通株）   

′′′′′  

（m98、mlOO、  

復帰突然変異試験    m1535、m1537株）  

且cα左  

（WP2王JⅧd株）   

（1315P－683）   

代謝物Ⅰ  

（1315P－996）   

分解物J  

（1315P・962）  

注）＋／・S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  
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ⅠⅠⅠ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「ベンゾビシクロン」の食品健康影響評価を実   

施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、経口投与されたベンゾビシクロンの   

大部分が投与後96時間以内に排泄された。主要排泄経路は、標識位置及び投与量   

に差は無く、主に糞中であった。組織内残留は肝、腎及び内容物を含む消化管で高   

かった。主要成分は、経口投与されたラットの糞中では親化合物であったが、静脈   

投与されたラットの糞中からは親化合物は検出されなかった。経口投与されたラッ  

トの尿中からは親化合物は検出されず、代謝物としてB、F、G及びⅠが襖出され   

たがいずれも微量であった。静脈投与されたラットからはⅠが検出された。主要代   

謝経路は、チオフェニル基の加水分解によるBの生成、Bの水酸基のアミノ基との   

置換及びグリシンとの抱合によるF及びDの生成、ベンゾイル骨格とビシクロオ   

クテン環部分の開裂によるⅠの生成である。  

水稲を用いた植物体内運命試験において、処理後早期では、ベンゾビシクロンは   

アミン置換やエタノールアミン置換され、収穫期では、稲わら中からアミン置換体   

及び多数の微量代謝物が見られた。これら代謝物の玄米への移行は極めて低かった。  

ベンゾビシクロン及び代謝物Bを分析対象化合物とした作物残留試験が実施さ   

れており、結果は全て定量限界未満であった。   

各種毒性試験結果から、ベンゾビシクロン投与による影響は、主に肝臓及び腎臓   

に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題と   

なる遺伝毒性は認められなかった。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をベンゾビシクロン（親化合物   

のみ）と設定した。  

各試験における無毒性量等は表11に示されている。  

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がラットを用いた2年間   

慢性毒性／発がん性併合試験の3．43mg瓜g体重／日であったことから、これを根拠と   

して、安全係数100で除した0．034mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設   

定した。  

0．034mg肱g体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

3．43mg戊g体重／日  

100   

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認す  

ることとする。  
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表11各試験における無毒性量等  

試験   

10日間   

互急性  

蔓性試験   

；年間   

蔓性毒性／  

芭がん性   

臣合試験   

世代   

匡殖試験  

邑生毒性   

毛験  

8ケ月間  

邑がん性  

先験   

宣生毒性   

毛験  

0日間  

巨急性  

蔓性試験   

年間  

象性毒性  

乾験   

ADI   

根拠資料  

試験   
投与量   無毒性量（mg侃g体重／日）1）  

（mg肱g体重／日）   農薬抄録  

90日間  雄：0、20、100、400ppm   雄：5．73雌：126  
亜急性  雌‥0、100、400、2，000、10，000ppm  

雄：0、1．13、5．73、22．7  雄：RBC減少等  
雌：0、6．29、25．2、126、630   雌：腎絶対及び比重量増加  

2年間  雄：0、10、20、50、100ppm   雄：3．43雌：42．2  
雌：0、100、1，000、10，000ppm  

発がん性  雄：毒性所見なし  

雄：0、0．33、0．67、1．70、3．43   雌：尿pHの低下等  
雌：0、4．19、42．2、427   （発がん性は認められない）  

2世代  0、100、1，000、20，000ppm   親動物  

繁殖試験  P雄：63．6Fl雄：73．3  
P雄：0、6．38、63．6、1，320  P雌：72．1Fl雌：77．5  
P雌：0、7．07、72．1、1，470  
Fl雄：0、7．46、73．3、1，530  児動物  

Fl雌：0、7．75、77．5、1，640   P雄：1，320Fl雄：1，530  
P雌：1，470Fl雌：1，640  

親動物雄：肝比重量増加、下垂体の好塩  

基性細胞水腫性変化の増加、  

精巣と精巣上体の絶対及び比  

重量増加  

親動物雌：肝絶対及び比重量増加等  

児動物：毒性所見なし  

（繁殖能に対する影響は認められない）  

0、40、200、1，000   母動物及び胎児：1，000  

試験   母動物及び胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）  

0、300、3，000、30，000ppm   雄：373 雌：473  

発がん性  

試験   雄：0、37、373、3，820   雌雄：小葉中心性肝細胞肥大等  

雌：0、45、473、4，810   （発がん性は認められない）  

0、40、200、1，000   母動物及び胎児：1，000  

試験   母動物及び胎児：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）  

90日間  0、20、200、2，000   雌雄：2，000  

亜急性  

毒性試験  毒性所見なし  

1年間  0、10、100、1，000   雌雄：1，000  

慢性毒性  

試験  毒性所見なし  

NOAEL：3．43  

SF：100  

ADI：0．034  

定根拠資料   ラット2年間慢性毒性／発がん性併合試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：一日摂取許容量  

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名  

3・【2・Chloro－4－（methylsulfonyl）benzoyl】－4・hydroxybicyclo［3．2．1】oct・3・en・2・One（ェ  

B  
ノール体）  

（1315P・070）  

3・［2－Chloro・4・（methylsulfonyl）benzoyl］・bicyclo［3．2．1】octan・2，4・dione（ケト体）   

C   3・【2・Chloro・4－（methylsulfonyl）benzoyl］－4－bhenylsulfonyl）bicyclo［3．2．1】oct－3・en・   
（1315P－168）  2・One   

D   4・（carboxymethylamino）・3・［2・Chloro・4・（methylsulfonyl）benzoyl】bicyclo【3．2．1］oct・   
（1315P－960）  3・en－2－One   

E   3・［2・Chloro・4－（methylsulfonyl）benzoyl］－4・（2，hydroxyethylamino）bicyclo［3．2．1】   
（1315Ⅰ）・076）  oct・3－en・2－One  

F  
4・anino－3・【2・Chloro・4・（methylsul血nyl）benzoyl】bicyclo［3．2．1】oct・3en二20ne   

（1315P・570）  

G  

（1315P・570・  

OH）   

H  
3，4・dihydro－2，4－ethylene・6・methylsulfonyl－1Hxanthene・1，9（2．功・dione   

（1315Ⅰ〉・683）  

2・Chloro・4・（methylsulfonyl）benzoicacid   
（1315P－996）  

J  
1，3・Cis・CyClopentanedicarboxylicacid．   

（1315P・962）  

FSABtJl  未知分解物（土壌）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  
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＜参照＞  

1 食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部を改正する件（平   

成17年11月29日付、平成17年厚生労働省告示第499号）  

2 農薬抄録ベンゾビシクロン（除草剤）平成19年3月20日改訂：株式会社エス・ディー・   

エス パイオテック、一部公表予定  

3 食品健康影響評価について  

（URL：http：／／wⅣ軋鈷c．gojpnlyOt血aJhynly－uke－benzobicyclon－190306．pdf）  

4 第181回食品安全委員会   

（URL：http：／／www．fbc．gojphinkni／i－dai181／index．html）  

5 第6回食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第二部会   

（URL：http：〝ⅣWW．鈷e．go．jp／senmonJnouyakuJknkunin2＿dai6／index．html）  

6 第34回食品安全委員会農薬専門調査会幹事会   

（URL：http：／／www．鈷c．go．jp／senmon／nouyak膿anjikai＿dai34／index．html）  
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